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日
、

児
童
養
護
施
設
「

こ
ば
と
学
園 　

・
会
　
長

　
保
護
司
の
安
定
的

　
木
村
　
晶
三
　
様

行
部
体
制
が
誕
生
し
た
。

新
体
制
の

犯
予
部
会
長

小
西

こ
に
し

　
健
之

た
け
の
ぶ

東
支
部
長

な
り
手
が
少
な
く
、

六
十
歳
以
上
の

　
宮
本
　
　
二
　
様

(

北
支
部
）

(

南
支
部
）

(

北
支
部
）

(
南
支
部
）

(

南
支
部
）

が
、
「

先
輩
保
護
司
の
サ
ポ
ー

ト
が

保
護
司
の
方
が
約
７
０
%
を
占
め
る

　
保
護
司
に
な
っ

て
６
年
未
満
の
９

【
平
成
２
５
年
度
和
歌
山
保
護
司
会
総
会
・
懇
親
会

】
●
５
月
７
日

（
火

）
/
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

護
司
の
負
担
を
軽
く
す
る
方
法
を
模

（

代
理
出
席
・
松
見
副
市
長
）
、

小

和
歌
山
保
護
司
会
通
常
総
会
並
び
に

大
道
　
眸
、

小
野
圭
子
の
両
氏
が
選

・
理
　
事

山
田

や
ま
だ

　
恒つ

ね
つ
ぐ次

◀
来
賓
挨
拶
を
述
べ
る
小
林
観
察
所
長

　
総
会
に
は
大
橋
建
一
和
歌
山
市
長

氏
、

議
事
録
署
名
人
に
は
南
支
部
の

の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
、

予
定
し

り
議
事
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
。

全
て

任
さ
れ
た
。

出
席
会
員
の
協
力
に
よ

　
本
年
度
は
、

役
員
改
選
の
年
で
あ

小
川

お
が
わ

　
史し

じ
ょ
う乗

東
副
支
部
長

南
副
支
部
長

北
副
支
部
長

樫か
し

畑は
た

　
直
尚

な
お
ひ
さ

・
副
会
長

南
支
部
長

北
支
部
長

西
村

に
し
む
ら

　
順
子

じ
ゅ
ん
こ

西
支
部
長

林
孝
幸
和
歌
山
保
護
観
察
所
長
を
お

　
去
る
５
月
７
日
、

平
成
２
５
年
度

た
時
間
に
無
事
終
了
し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
た
。

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

和
歌
山
市
長

会
で
粛
々
と
進
行
さ
れ
た
。

土
山
会

　
総
会
議
長
に
南
支
部
･
畑
口
道
夫

迎
え
し
、

野
々
村
総
務
部
会
長
の
司

得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
が
会
員
１
１
６
名
の
参
加
を

り
、

会
長
以
下
理
事
・
各
専
門
部
会

メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
。

長
が
承
認
さ
れ
、

今
後
２
年
間
の
執

森
田

も
り
た

　
昌
伸

ま
さ
の
ぶ

東
支
部

協
組
部
会
長

奥
田

お
く
だ

　
雅
晴

ま
さ
は
る

乾い
ぬ
い　

三
千
代

み
ち
よ

事
務
局
長

西
副
支
部
長

玉
井

た
ま
い

　
良
弘

よ
し
ひ
ろ

東
支
部

高
橋

た
か
は
し

　
照
臣

て
る
お
み

総
務
部
会
長

り
、

現
状
は
若
い
方
の
保
護
司
へ
の

西
支
部

年
制
」

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
８
年
余

研
修
部
会
長

る
こ
と
を
た
め
ら
っ

て
お
ら
れ
る
保

　
上
野
　
宏
行
　
様

(

東
支
部
）

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

野
々
村

の
の
む
ら

邦
夫

く
に
お

負
担
」

を
軽
減
さ
せ
、

保
護
司
に
な

ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

も
併
せ
て
ご
利
用

林は
や
し　

　
吉
男

よ
し
お

　
　
　
　
　
　
確
保
に
向
け
て東

支
部

　
平
成
十
六
年
春
に
「

保
護
司
の
定

す
。

今
後
と
も
、

ご
協
力
、

ご
指
導

割
の
方
が
、
「

犯
罪
を
犯
し
た
人
に

接
す
る
業
務
に
不
安
を
感
じ
る
。

又

５
年
未
満
の
三
分
の
一
以
上
の
方
々

索
し
て
、
「

業
務
に
対
す
る
不
安
と

と
思
っ

て
い
ま
す
。

策
を
提
言
い
た
す
こ
と
が
出
来
れ
ば

ま
た
、

昨
年
６
月
に
開
所
し
た
「

サ

欲
し
い
。
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

一
人
の
対
象
者
を
受
け
持
つ
現
在
の

　
原
則
と
し
て
一
人
の
保
護
司
が
、

さ
れ
、

サ
ポ
ー

ト
の
要
望
の
あ
る
保

仕
組
み
か
ら
、

複
数
担
当
制
が
実
施

　
も
と
よ
り
私
は
、

微
力
で
は
ご
ざ

頂
け
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
小
島
悌
二
郞
　
様

　
総
会
後
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は

々
、

ま
た
観
察
所
よ
り
小
林
所
長
、

ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
市
長
の
他

れ
和
歌
山
保
護
司
会
の
団
結
を
強
め

人はみな、生かされて、生きてゆく。
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更 生
保 護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山

●
盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会
●

丸
」

の
船
出
を
祝
う
懇
親
会
と
な
り

だ
さ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
「

小
西

多
く
の
行
政
関
係
部
署
の
幹
部
の
方

大
橋
和
歌
山
市
長
も
駆
け
つ
け
て
く

支
部
会
長
・
都
留
喜
美
代
氏
他

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
★
お
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

佐
伯
企
画
調
整
課
長
等
を
お
迎
え
し

　
こ
の
感
謝
状
は

、
永
年
に
わ

　
宇
治
田
明
史
　
様

　
小
倉
　
正
基
　
様

・
監
　
事

・
監
　
事

森も
り

　
　
幸
子

ゆ
き
こ

畑
口

は
た
ぐ
ち

　
道
夫

み
ち
お

北
支
部

(

東
支
部
）

南
支
部

い
ま
す
が
、

一
生
懸
命
励
む
所
存
で

週
月
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る

子
供
達
の
衣
服
洗
濯

、
幼
児
と

贈
ら
れ
ま
し
た

。

　
東
支
部
・
玉
井

（
記

）

護
司
候
補
者
の
方
々
に
何
ら
か
の
方

(

西
支
部
）

　
松
尾
　
真
也
　
様

　
山
本
　
昭
一
　
様

委
員

委
員

委
員

　
池
田
五
十
一
　
様

(

南
支
部
）

　
池
永
　
昌
純
　
様

(

東
支
部
）

市
長
感
謝
状
が
1
0
名
の
方
々
に

ケ
ア
棟
竣
工
式
の
席
上
で

、
和

歌
山
県
社
会
施
設
事
業
会
・
理

事
長
・
園
部
正
信
氏
よ
り
更
生

保
護
女
性
会
第
八
分
会
・
直
川

三
名
の
代
表
者
に
対
し

、
感
謝

委
員

有
意
義
な
情
報
交
換
と
親
睦
が
図
ら

る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。南

支
部

西
支
部

北
支
部

　
後
日

、
会
員
の
皆
さ
ま
方
に

副
委
員
長

副
委
員
長

委
員

奥お
く

田
だ

雅
　
　
ま
さ
は
る

晴

委
員

副
委
員
長

兼
セ
ン
タ
ー

長

在
園

）
に
於
い
て

、
か
ね
て
か

」(

幼
児
～

高
校
生
の
５
１
名

の
ふ
れ
あ
い
等
の
活
動
に
対
し

披
露
さ
れ
た
そ
う
で
す

。

感
謝
状
受
賞
の
報
告
会
を
開
き

た
る
園
で
の
行
事
支
援
や

、
毎

児
童
養
護
施
設

｢

こ
ば
と
学
園

　
平
成
2
5
年
4
月
1
8
日

、

ら
建
設
中
の
小
規
模
グ
ル
ー

プ

委
員
長

小

西

こ
に
し

健

之

　
　
た
け
の
ぶ

東
支
部

田

村

た
む
ら

亘

繪

　
　
の
ぶ
え

西

村

に
し
む
ら

順

子

　
　
じ
ゅ
ん
こ

乾い
ぬ
い

三

千

代

　
　
み
　
ち
　
よ
　
　

玉

井

た
ま
い
　
　
　
　
　
よ
し
ひ
ろ

良

弘

乙

井

お
つ
い

八

重

　
　
や
　
え

子
こ

高

橋

た
か
は
し

照

臣

　
　
て
る
お
み

中

村

な
か
む
ら

咲

子

　
　
さ
き
こ

杉

谷

す
ぎ
た
に

睦

生

　
　
む
つ
お

東
支
部

東
支
部

南
支
部

南
支
部

西
支
部

西
支
部

北
支
部

北
支
部

西
支
部

　

(

樽
井
氏
は
8
月
１
日
よ
り
）

宮

本

み
や
も
と
　
　
　
わ
か
つ　

二

森も
り

　
幸

子

ゆ
き
こ

樽

井

た
る
い

郁

子

　
　
い
く
こ

委
員

専
従
職
員

兼
事
務
局
員

委
員

新
会
長
に
小
西
氏
が
就
任
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！
 

  和歌山保護司会 

    会 長  
 小 西 健 之 

《
更
生
保
護
女
性
会
直
川
支
部
》
 

 

日
頃
の
活
動
に
感
謝
状
。
 

 

８月１日より、 

和歌山保護司会 

の事務局は 

サポートセンター 

和歌山に 

移転します。 

● 

樽井郁子保護司 

 が常駐します。 
 

▲ にこやかに談笑される大橋市長 

▶
松
見
副
市
長
・
土
山
会
長
を
囲
ん
で
。
 

 
 
 
 
喜
び
の
受
章
者
の
み
な
さ
ま
。
 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
 

 
６
月
よ
り
新
体
制
で
 

 
 
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

 

小
西
新
執
行
部
誕

生

 


